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産婦人科領域 におけるCS-807の 臨床的検討
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新 しい経ロセファロスポ リン剤であるCS-807を 産婦人科領域の感染症13例 に使用,本 剤の臨床

的検討を行い以下の成績を得た。

本剤は1回100mgか ら200mgを1日2回5～14日 間経 口投与 した。臨床効果 は13例 中著効2例,

有効10例,無 効1例 で有効率 は92.3%で あった。副作用 として は1例 に胃重感 を認 めたのみであ

り,臨 床検査値の異常は1例 も認 められなかった。

以上の結果 よ り産婦人科領域感 染症にお けるCS-807の 有用性が認め られた。

CS-807は 三共株 式会 社に よ り開発 され た新 しい セ

ファロスポリン系の経 口抗生物質である。 これは経口で

は吸収されないR-3763の4位 カルボン酸 にイ ソプロポ

キシカルボニルオキシエチル をエステル結合 させた薬剤

であ り,経 口摂取後腸管 より吸収 された後にエステラー

ゼにより加水分解 され,循 環血中に活性型のR-3763と

して存在する。(Fig.1)

活性型のR-3763は,グ ラム陽性 ・陰性菌に有効 な広

範な抗菌スペ ク トルを有 し,特 にグラム陰性菌 に対する

抗菌力は強 く,ま た β-ラクタマーゼにも安定で ある1)。

今回我々は本剤を産婦人科領域 における感染症 に対 し

て投与 し,そ の臨床的検討 を行ったので報告する。

1.対 象 と 方 法

対 象は昭和61年9月 か ら昭和61年12月 まで に名古屋

市立大学病院産科婦人科および関連施設4機 関の産婦人

科 を受診 した産婦人科領域感染症13例 である。投与対

象は子宮内感染症2例,骨 盤内感染症8例,外 性器感染

症3例 で,炎 症症状 ・所見の明確 なもの とした。 その内

Fig. 1 Chemical structure of CS-807 and R-3763

CS.807

R-3763

訳はTable1に 示 すように,子 宮内膜炎2例,子 宮労

結合織炎1例,子 宮周囲炎1例,子 宮付属器炎5風 骨

盤腹膜炎1例,外 陰蜂窩織炎1例,バ リトリン腺膿瘍2



VOL.36 S-1 CHEMOTHERAPY 957



958 CHEMOTHERAPY MAV,1988

例 の計13例 であ る。年齢 は19歳 か ら62歳 で,30歳 台が

6例 と約半数 を占めた。

投与方法 は1回100mgを2回 食後経 口投与 を原則 とし,

症状 に応 じて1日 量400mgを 投与 した。投与期間は7日

間の連続投与 を原則 とし必要に応 じて適宜延 長した。 ま

た本剤投与期間中は他の抗生物質,抗 菌剤,消 炎鎮痛剤

の併用は行わなかった。

II.効 果 判 定 基 準

臨床効果の判定は自他覚症状 の改善度 により下記の基

準で行 った。

著効:主 要 自他覚症状が3日 以内に著 しく改善 し,治

癒に至 った場合。

有効:主 要 自他覚症状が3日 以内に改善傾 向を示 し,

その後治癒 した場合。

無効:主 要 自他覚症状が3日 経過 しても改善 されない

場合。

なお,手 術 ・切開な どの外科的療法 を併用 して著効で

あった ものは,著 効 とせず全て有効 とした。

III.臨 床 成 績

1.臨 床効果

各症例 の臨床成績 をTable1に,各 疾患別の臨床効

果 をTable2に,本 剤投与前後の臨床検査値の推移 を

Table3に 示 した。

投与期間は5～14日 間に分布 し,7日 以内 の投 与が

5例,1週 間以上 の投与は8例 であった。総投与 量は

1.09～3.29で あ り8例 は29以 内であった。

臨床効果は子宮内感染である子宮内膜炎の2例 の内1

例 は著効 を示 し,1例 は有効 であった。症例Nd3～10

の骨盤内感染症8例 では7例 が有効で,恥7の 子宮付属

器炎の1例 のみ無効 であった。外性器感染症の3例 のう

ち,外 陰蜂窩織炎の1例 は著効,バ ル トリン腺膿瘍の2

例 は外科的処置 を加 えたため全例有効と判定した。全体

としては著効2働 有効10例 無効1例 で有効率92。

3%と 満足すべ き成績を得た。(Table2)

細菌学的検討 では13例 中7例 に菌が検出された。投

与終了後 も菌の検出が行われた5例 においては,菌 の陰

性化3例 菌交代2例 であ り菌消失率は60%で あった。

なお無効例の症例恥7は 菌の検 出は行われなかった。

2.副 作用

自覚 症状 としての副作 用の検討 では13例の うち1例

に胃部不快感(胃 重感)を 認めたのみであったがいずれ

も軽度であ り投与継続 した。

臨床検査値の異常は1例 も認めなかった。

IV.考 察

産婦人科 領域の骨盤内感染症においては起炎菌の検出

が困難な場合が多いこと,起 炎菌 として好気性グラム陰

性桿菌の検 出率が高 く,さ らにこれ ら菌種と嫌気性菌と

の混合感染が多い事な どの特徴があるため,嫌 気性菌を

も含 めた広 い抗菌スペク トルを有する抗生剤を,さ らに

β一ラクタマーゼに安定な薬剤をfirst choiceと して投

与す る必 要が ある場合 が少な くな い2)。最近経口のセ

フェム系抗生剤 において,抗 菌スペ ク トルを拡げ,抗 菌

力を増大 させる目的で各種の誘導体の開発が盛んに行わ

れている。今回,三 共株式会社において開発 された(S

-807の 特徴 としては従来のセ フェム系抗生剤が抗菌力

を有 してい な かったEnterobacter,Serratia,indole

Table 2 Clinical effect of CS-807 treatment
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(+)P質oteusにも抗菌力を有し,ま たβ-ラクタマーゼ

に対して安定であることがあげられよう1)。さらには空

腹時服用に較べ食後服用時において血中濃度が上昇する

事が興味深い。

今回,我 々は産婦人科領域感染症13例に対して,本

剤の臨床的有用性と安全性について検討を行った。その

臨床成績は13例中著効2例,有 効10例,無 効1例 で有

効率92.3%の 十分満足できる成績を得た。

細菌学的検討では細菌の検出された症例数が少なく十

分な検討は行えなかったが、5例 中3例 に菌の消失を認

め,有 効性が示唆された。

副作用は1例 の軽度の胃重感を認めたのみであり,そ

の場合においても投与は継続可能であった。また臨床検

査値の異常は認めなかった。

以上より本剤は産婦人科領域の感染症}こ対して有効で

あり安全性も高いことが確かめられたことから,外来で

治療されることの多い中等症・軽症の産婦人科感染症例

に対する有用性が期待できる経口用抗生剤と,思われる。
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CS-807 IN OBSTETRICS AND GYNECOLOGY
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CS-807, a new cephalosporin antibiotic, was used in thirteen cases of obstetric and the gynecological

infections, and following results were obtained.

1) CS-807 was administered orally at a daily dose of 200 or 400mg for 5-14 days. Clinical response was

excellent in 2 cases, good in 10 and poor in 1. The overall efficacy rate was 92.3%.

2) No side-effects - except for one case of slight stomach discomfort -or abnormal laboratory findings

were observed.

These findings suggest that CS-807 is a useful antibiotic in obstetric and gynecological infections.


